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「
身
に
覚
え
の
な
い
と
こ
ろ
か

ら
請
求
書
が
届
い
た
」「
見
知
ら
ぬ

人
の
訪
問
を
受
け
た
」「
景
品
を

配
っ
て
い
る
会
場
へ
行
き
、
気
が

つ
い
た
と
き
に
は
高
額
な
商
品
の

契
約
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
」
こ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

あ
と
で
考
え
る
と
不
要
な
も
の

で
あ
っ
た
、
高
額
で
支
払
い
が
で

き
な
い
、
な
ど
で
解
約
し
た
い
と

い
う
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
年
金
受
給
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
振
り
込
め 
詐  
欺 
な

さ 

ぎ

ど
の
被
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
の
心
理
に
つ
け
込
む
悪

質
業
者
の
手
口
は
巧
妙
で
強
引
で

す
。
そ
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ

る
と
容
易
に
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ

ん
。　
　

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
悪

質
商
法
の
手
口
を
知
り
、
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
交
通
課

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

手
口
①　

還
付
金
詐
欺　

　

社
会
保
険
庁
や
税
務
署
な
ど
の

職
員
を
装
い
、「
年
金
の
差
額
を
支

払
い
ま
す
」「
医
療
費
を
払
い
戻
し

ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。「
今
す

ぐ
手
続
き
を
し
な
い
と
受
け
取
れ

な
く
な
り
ま
す
」
と
急
が
せ
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）

で
す
ぐ
手
続
き
を
す
る
よ
う
指
示

を
し
ま
す
。
携
帯
電
話
で
操
作
を

指
示
し
な
が
ら
、
還
付
金
を
「
受

け
取
る
」
手
続
き
と
誤
解
さ
せ
て

「
振
り
込
み
」
を
さ
せ
ま
す
。

対
処
法
は

　

行
政
機
関
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
て
お
金
を
受

け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
相
手

の
所
属
、
氏
名
、
連
絡
先
を
確
認

し
、
一
度
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

手
口
②　

架
空
請
求
詐
欺

　
「
民
事
訴
訟
裁
判
告
知
」な
ど
と

書
か
れ
た
は
が
き
が
届
き
、
裁
判

の
訴
状
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

至
急
連
絡
せ
よ
と
い
う
も
の
で
す
。

放
っ
て
お
く
と
不
動
産
の
差
し
押

さ
え
を
す
る
、
勤
務
先
へ
本
書
を

郵
送
す
る
と
い
っ
た
、
脅
し
ま
が

い
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

○
○
管
財
執
行
事
務
局
や
△
△
財

務
管
理
局
と
い
っ
た
、
公
的
機
関

と
思
わ
せ
る
連
絡
先
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

対
処
法
は

　

身
に
覚
え
が
な
い
請
求
は
無
視

す
る
こ
と
で
す
。
問
い
合
わ
せ
を

す
る
と
、
個
人
情
報
を
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、

相
手
に
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

手
口
③　

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

子
ど
も
や
孫
を
装
っ
て
電
話
を

か
け
、「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変

わ
っ
た
」
と
言
っ
て
、
犯
人
の
電

話
番
号
を
家
族
の
番
号
と
し
て
登

録
さ
せ
ま
す
。
後
日
、
家
族
に
な

り
す
ま
し
て
電
話
を
か
け
、「
会
社

の
お
金
を
使
い
込
ん
で
、
今
日
中

に
返
さ
な
い
と
ク
ビ
に
な
っ
て
し

ま
う
」
な
ど
と
、
心
情
に
訴
え
る

内
容
で
、
家
族
に
お
金
を
振
り
込

ま
せ
る
も
の
で
す
。

対
処
法
は

　

急
な
身
内
の
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ

て
て
し
ま
い
ま
す
が
、
理
由
を
つ

け
て
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。
相
手
か
ら
聞
い
た
電
話

で
は
な
く
、
こ
ち
ら
が
把
握
し
て

い
る
番
号
に
別
の
手
段
で
本
人
と

連
絡
を
と
り
、
事
実
を
確
認
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

手
口
④　

融
資
保
証
詐
欺

　
「
担
保
・
保
証
人
無
し
で
融
資
し

ま
す
」「
多
重
債
務
を
一
本
化
し
ま

す
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
て
き
ま
す
。

　

記
載
さ
れ
た
相
手
に
連
絡
す
る

と
、
融
資
す
る
前
に
保
証
金
や
登

録
料
が
必
要
な
ど
の
名
目
で
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
も
の
で
す
。

●
相
手
が
告
げ
た
連
絡
先
に
は
、

連
絡
を
し
な
い

●
振
り
込
む
前
に
必
ず
家
族
や
行

政
な
ど
の
相
談
機
関
に
相
談
す
る

被
害
増
大
・
振
り
込
め
詐
欺

だまされへんで！
悪質商法のあんな手口、こんな手口
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対
処
法
は

　

無
視
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

正
規
の
貸
金
業
者
で
あ
れ
ば
、
融

資
を
す
る
前
に
お
金
を
振
り
込
ま

せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
新
店
舗
オ
ー
プ
ン
」
や
「
粗
品

進
呈
」「
大
安
売
り
」
な
ど
で
人
を

集
め
、
閉
め
切
っ
た
会
場
の
中
で
、

タ
ダ
同
然
で
日
用
品
な
ど
を
配
る

な
ど
し
て
会
場
内
の
人
を
興
奮
状

態
に
し
て
か
ら
、
布
団
や
磁
気

マ
ッ
ト
、
電
気
治
療
器
な
ど
の
高

額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
も
の
で

す
。
民
家
の
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
を
借

り
る
場
合
が
多
く
、
翌
日
返
品
し

よ
う
と
し
て
も
業
者
が
い
な
い
の

で
、
仕
方
な
く
契
約
ど
お
り
支
払

い
を
し
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う

で
す
。

対
処
法
は

　

会
場
を
興
奮
状
態
に
し
て
購
入

を
す
す
め
る
の
で
、
冷
静
な
判
断

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
不
安
に

な
っ
た
ら
す
ぐ
会
場
を
出
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、
安
易
に
つ
い
て
行

か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

床
下
や
屋
根
、
下
水
の
詰
ま
り

な
ど
を
点
検
す
る
と
い
っ
て
訪
問

し
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
と
不
安
を
あ

お
っ
て
、
器
具
の
取
り
付
け
や
補

強
工
事
を
売
り
込
み
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
被
害
に
遭
う

こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

対
処
法
は

　

玄
関
を
開
け
る
前
に
、
ま
ず
相

手
の
名
前
と
用
件
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
断
る
と
き
は
「
い
り
ま

せ
ん
」「
お
帰
り
く
だ
さ
い
」
と

き
っ
ぱ
り
言
い
ま
し
ょ
う
。

　

貯
金
が
い
く
ら
あ
る
と
か
、
一

人
暮
ら
し
で
あ
る
な
ど
、
見
知
ら

ぬ
人
に
自
分
の
情
報
を
教
え
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

工
事
を
た
の
む
と
き
は
複
数
の

業
者
か
ら
見
積
も
り
を
と
る
な
ど

慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

◆
消
費
生
活
相
談
◆

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
住
宅
敷
金

な
ど
く
ら
し
の
中
の
困
り
ご
と
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

▼
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
／
市
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
１
階
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

〜
迷
わ
ず
、
早
め
に
連
絡
を
！
〜

■
生
活
交
通
課

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

■
三
和
支
所
（
℡　

‐
３
０
０
３
）

５８

■
夜
久
野
支
所

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
１
１
０
３
）

３７

■
大
江
支
所
（
℡　

‐
１
１
０
２
）

５６

■
福
知
山
警
察
署

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
０
１
１
０
）

２２

■
京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン

タ
ー
（
℡
０
７
５
‐
６
７
１
‐
０

０
０
４
）　　
　
　
　
　
　
　
　

　

◆
消
費
生
活
出
張
講
座
◆

対
象
／
女
性
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
、

公
民
館
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど

申
込
方
法
／
電
話
で
生
活
交
通
課

（
℡　

‐
７
０
２
０
）
ま
で
。

２４

催
眠（
Ｓ
Ｆ
）商
法

点
検
商
法

消費者の強い味方◆クーリング・オフ制度◆
　訪問販売や電話勧誘などでつい契約してし
まった消費者が「頭を冷やして考え直す」ための
制度です。一定期間内であれば無条件で契約を解
除することができます。
クーリング・オフの適用
　特定商取引法で指定された商品・権利・サービ
スについて、契約書を受け取った日を含めて８日
以内（マルチ商法・内職商法は２０日以内）であ
れば、消費者は無条件で契約解除ができ、支払っ
た代金があればその金額を返してもらえます。
　しかし、クーリング・オフは、期限も限られて
おり、適用されない場合もあります。クーリング・
オフに頼らず、契約は慎重に行うことが大切です。
クーリング・オフの方法
　契約した業者にはがきまたは封書で通知し、コ
ピーをとってから配達記録郵便で出しましょう。
電話では、業者から「聞いていない」と言われて
しまう可能性があります。クレジット契約をした
場合は、信販会社にも通知しましょう。

くらし・健康・はばたき
フェスタ2008

　「男女（とも）に楽しく生きるために
－知る・考える・選ぶ・行動する－」を
テーマに、くらしに関するさまざまな情
報と市民交流の場を提供します。
とき／１１月３０日（日）午前１０時～
※オープニングは午前９時４０分～。
ところ／厚生会館（西中ノ町）
内容／手づくり体験・健康・環境の各
コーナー、その他ステージ発表など

〈記入例〉 ●
申
込
日　

平
成
○
年
○
月
○
日

●
販
売
店
名

●
商
品
名
と
金
額

●
担
当
者
名

　

本
件
申
し
込
み
を
撤
回
（
ま
た

は
契
約
を
解
除
）
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
払
額
の
○
○
円
を
返

金
し
、
商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
　

平
成
□
年
□
月
□
日

　
　
　

自
分
の
住
所

　
　
　
　
　
　

氏
名
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交
際
費
を
公
開
し
ま
す

計9月8月7月
金額（円）件金額（円）件金額（円）件金額（円）件
267,86025174,7501557,360535,7505弔慰金など

市 長
80,0001210,000225,000345,0007祝金など
25,00052,000117,00036,0001会費 
18,20038,200210,000100その他
391,06045194,95020109,3601286,75013計
44,40035,000120,750118,6501弔慰金など

議 長
250,00026210,0002130,000410,0001祝金など
9,0002009,000200会費 

00000000その他
303,40031215,0002259,750728,6502計
82,2501067,250710,00025,0001弔慰金など

教育長
00000000祝金など
00000000会費 
00000000その他

82,2501067,250710,00025,0001計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など

消防長
祝金など
会費 
その他

00000000計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など
ガス水道
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計
25,000225,0002

‐‐‐‐

弔慰金など
病  院
事   業
管理者

20,000120,0001祝金など
0000会費 
0000その他

45,000345,00030000計

　

市
長
、
議
長
、
教
育
長
、
消
防
長
、
ガ
ス

水
道
事
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
の
交

際
費
を
公
開
し
ま
す
。

■
秘
書
広
報
課（
℡　

‐
７
０
３
２
）

２４

■
議
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０
３
１
）

２４

■
教
育
総
務
課（
℡　

‐
７
０
６
１
）

２４

　

交
際
費
と
は
、
市
を
代
表
し
て
の
外
部
交

渉
や
行
政
の
執
行
を
よ
り
円
滑
に
す
す
め
る

た
め
の
経
費
で
す
。

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課（
℡　

‐
６
５
０
３
）

２２

■
市
民
病
院
総
務
課（
℡　

‐
２
１
０
１
）

２２

  市の事務事業に関する監査を実施した結果、おおむ
ね適正に執行され、住民福祉の向上に努力している
ものと認めましたが、おもに次の事項については、
さらに事務の適正化に努めるよう求めました。 

▼決裁文書において、未決裁のものや契約書などの
案と正本が異なっているもの、公文書例の様式と異
なる公文書が作成されるなど適正を欠くものが見受
けられるので、文書取扱規程、公文書例など関係例
規に基づき的確に処理するよう求めました。

▼収入にかかる伝票が作成されていないものや、契
約書に仕様書が添付されていないもの、超過勤務手
当の支給額が誤っているものなど、適正を欠くもの
が見受けられるので、事務処理の管理指導に一層注
意するとともに、研修などを通じ職員の法令遵守の
意識と資質の向上に努めるよう求めました。

▼公有財産の管理については、台帳の調整、現況管
理に特に注意するよう求めました。
　監査結果報告書は、市役所１階の情報公開コー
ナー・市ホームページで閲覧できます。
■監査委員事務局（℡　２４‐７０７４）

平成１９年度定期監査結果（要旨）

　犯罪被害に遭われた人やその家族の
気持ちを理解する思いやりの心と地域
社会の支えが必要です。
京都府犯罪被害者サポートチーム
（℡　０７５‐４１４‐５７００）
　京都府では、犯罪に遭われた人やそ
の家族などからの相談を受け付けてい
ます。
受付時間／月～金曜日の午前８時３０分
　　　　　～午後５時１５分
※年末年始・祝日除く。
被害者相談コーナーの開設
　犯罪被害者やその家族を対象に１日
相談所を開設します。
とき／１１月２５日（火）午後１時～４時
ところ／市民会館２５号室（内記三丁目）
※いずれも相談は無料で、秘密は守り
ます。気軽にご相談ください。

■生活交通課住民生活係（℡　２４‐７０２０）

　１１/２５～１２/１は
犯罪被害者週間です
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昨
今
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
就
職
・
進
学
を
問
わ

ず
子
ど
も
た
ち
の
進
路
を
め
ぐ
る

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
な
ど
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

早
い
段
階
か
ら
児
童
生
徒
が
自

分
で
未
来
を
切
り
開
き
、
社
会
で

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
ど
の
よ

う
に
育
て
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
教
育
・
雇

用
・
経
済
政
策
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
「
若
者
の
自
立
・
挑
戦
の
た

め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
強

化
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
大
き
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ま 

し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
児
童

生
徒
が
望
ま
し
い
職
業
観
と
勤
労

観
、
職
業
に
関
す
る
知
識
と
技
能

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
児
童

生
徒
が
自
分
自
身
で
「
生
き
る

力
」
を
身
に
つ
け
、
激
し
い
社
会

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
主
体
的

に
自
分
の
進
路
を
選
択
・
決
定
で

き
る
な
ど
、
社
会
人
・
職
業
人
と

し
て
自
立
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
４
年
生
・
中
学
校
２
年
生

で
豊
か
な
体
験
活
動
を
実
施

　

京
都
府
の
補
助
を
受
け
、
各
事

業
所
な
ど
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を 

い
た
だ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
前
に
面
接
や
挨
拶
な
ど

の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
り
、

終
了
後
に
は
、
学
校
の
文
化
祭
で

成
果
な
ど
を
保
護
者
や
地
域
の
み

な
さ
ん
に
発
表
し
た
り
し
て
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、こ
れ
ら
の

活
動
が
よ
り
効
果
的
に
行
え
る
よ

う
福
知
山
商
工
会
議
所
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
・
中
学
校

な
ど
と
協
力
し
て「
支
援
委
員
会
」

を
組
織
し
、支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
小
・
中
学
校
の
体
験

活
動
に
関
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小学校での体験
●地域の商店や事業所などでの仕事
●農作業や園芸などの仕事
●社会福祉施設の見学や体験
●地域の特色を生かした仕事の探求　ほか
・菓子製造の見学と体験
・環境パークの見学と体験
・車いすや点字などの体験
・陶芸体験
・きゅうりの植え付けから収穫、米づくり体験
・保育園での保育体験
・牧川観察、保全の取り組み　ほか
中学校での体験
●地域の商店や事業所などでの仕事
●農作業や園芸などの仕事
●職場としての社会福祉施設での体験
●地域の特色を生かした体験　ほか
体験訪問先／保育園・幼稚園・消防署・環境パー
ク・図書館・ホテル・美容院・スーパー　ほか
これらの体験活動を通じて目指すこと（中学校）
①自分の特性に気付き、自分で進路選択できる
よう意識を高める。
②さまざまな人とのふれあいを通じて働くこ
との苦労や喜び、生きがいなどについて考える。
③社会人・職業人として規律やマナーなどの大
切さを理解する。
④地域社会での体験学習を通して、社会との交
流を深め、社会の一員であることを自覚する。

●働くことの厳しさや苦労は先生や家族から
聞いて何となく感じていたが、実際に職場で働
くことの素晴らしさに少しだけど触れること
ができた。
●学校で学んだ言葉や文字、態度などを応用す
る職場での体験で、学ぶことの大切さを改めて
感じた。
●スーパーやコンビニで買っていた品物への
見方が変わった。
●普段、何気なく見ていた地域の事業所やそこ
で働いている方々がすごく身近に感じられる
ようになった。

▲下六人部保育園で園児に絵本の読み聞かせをする
六人部中学校の２年生

子どもたちが社会人・職業子どもたちが社会人・職業
人として自立できるために人として自立できるために
キャリア教育をすすめていますキャリア教育をすすめています
小・中学校では、豊かな人間性や社会性を育てる　小・中学校では、豊かな人間性や社会性を育てる

ため、地域社会での体験活動を通したキャリア教育をため、地域社会での体験活動を通したキャリア教育を
進めています。進めています。　　　　  ■■学校教育課学校教育課（℡２４‐７０４０）（℡２４‐７０４０）

▼
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
輸
送
さ
れ
た
都
市
ガ
ス（
L
N

G
）の
受
け
入
れ
作
業
を
す
る
南
陵
中
学
校
の
２
年
生

職場体験した中学生の感想
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エ
イ
ズ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症

候
群
）
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染
に
よ

り
免
疫
力
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
発
症
す
る
病
気
の
こ
と
で
す
。

国
内
の
発
生
と
動
向
は
？

　

平
成　

年
末
現
在
、
日
本
国
内

１９

で
新
た
に
１
０
８
２
人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
過
去
最
高
で
、
近
年
、
特
に

　

代
か
ら　

代
を
中
心
に
増
加
傾

２０

３０

向
に
あ
り
ま
す（
表
１
・
２
・
３
）。

症
状
と
経
過
は
？

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
か
ら
発
症

ま
で
約　

年
間
、
無
症
状
の
期
間

１０

が
続
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
間
も
感
染
力
は
あ
る
た
め
、
他

の
人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
感
染
す
る
の
？

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
力
の
弱
い
ウ
イ

ル
ス
で
あ
り
、
一
般
的
な
日
常
生

活
で
は
、
ま
ず
感
染
し
ま
せ
ん
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
エ
イ
ズ
患
者
を

恐
れ
た
り
避
け
た
り
す
る
必
要
は

全
く
な
い
の
で
す
。

　

お
も
な
感
染
経
路
は
「
性
行
為

感
染
」「
血
液
感
染
」「
母
子
感
染
」

の
３
つ
で
、
そ
の
中
で
最
も
多
い

の
が
性
行
為
感
染
で
す（
表
４
）。

つ
ま
り
、
性
交
渉
を
す
る
人
す
べ

て
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。
特
に
不
特
定
の
相
手
と
の

性
交
渉
は
し
な
い
こ
と
や
コ
ン
ド

ー
ム
の
正
し
い
使
用
が
大
切
で
す
。

検
査
と
治
療
は
あ
る
の
？

　

無
症
状
期
間
が
長
い
た
め
、
感

染
の
有
無
は
血
液
検
査
で
確
か
め

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も

感
染
の
心
配
が
あ
れ
ば
、
必
ず
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
完
治
で

き
る
治
療
薬
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん

が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
増
殖
を
抑
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
「
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
」
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
薬
剤
を

組
み
合
わ
せ
た「
多
剤
併
用
療
法
」

に
よ
っ
て
、
エ
イ
ズ
の
発
症
予
防

が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ど
こ
で
検
査
が
受
け
ら
れ
る
の
？

　

検
査
は
全
国
の
保
健
所
で
無

料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
し
て
か
ら

抗
体
が
で
き
て
検
査
で
判
明
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
６
〜
８
週
間

位
か
か
り
ま
す
。
ま
れ
に
抗
体
が

で
き
る
の
が
遅
い
人
も
い
る
の
で
、

正
確
な
判
定
を
す
る
に
は
約
３
カ

月
が
必
要
で
す
。
心
配
な
場
合
は
、

ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
検
査
・
相
談
窓
口

　

そ
の
日
の
う
ち
に
結
果
の
出
る

即
日
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
毎
週
月
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
〜　

時
１１

※　

月　

日（
月
）は
、
午
後
１
時

１２

１５

〜
８
時
も
実
施
。

と
こ
ろ

　

京
都
府
中
丹
西
保
健
所
保
健
室

（
篠
尾
新
町　

℡　

‐
６
３
８
１
）

２２

※
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

あなたに知ってほしい
ＨＩＶとエイズのこと！
　１２月は、エイズ予防月間です。エイズ
は特別な病気ではありません。エイズを
身近な問題としてとらえ、エイズに対す
る正しい知識や理解を深めましょう。
■健康推進室（℡２３‐２７８８）

0
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30
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感染 
患者 

（人） 

表２　エイズ患者・ＨＩＶ感染者報告数（府内）
（平成１９年末）
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表１　エイズ患者・ＨＩＶ感染者報告数（国内）（平成１９年末）

異性間の 
性的接触 
34.1㌫ 静注薬物乱用 

0.5㌫ 

母子感染 
0.3㌫ 

その他 2.2㌫ 

不明 15.6㌫ 

同性間の 
性的接触 
47.3㌫ 

20～29歳 
36.2㌫ 

20歳未満 
2.4㌫ 

不明 0.1㌫ 

50歳以上  
11.4㌫ 

40～49歳 
15.4㌫ 

30～39歳 
34.5㌫ 

表４　ＨＩＶ感染者の感染経路別内訳
（平成１９年末）

表３　ＨＩＶ感染者の年齢
（平成１９年末）

食べ物・食器 せき・くしゃみ 握手・抱擁・ふつうのキス シャワー・入浴・ 
プール 

便座・電話機・つり革 衣類・洗濯 蚊・昆虫・ねずみ 
などの動物・ペット 

学校や職場など 

こんなことではうつりません
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こ
る
感
染
症
で
す
。

　

２
０
０
３
年
以
降
、
国
外
で
毒

性
の
強
い
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
」
が
人
に
感

染
し
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
死

亡
者
の
出
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
こ

れ
ま
で
地
球
上
に
存
在
し
た
こ
と

が
な
い
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

　

現
在
、
こ
う
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
発
生
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
出

現
す
る
か
は
だ
れ
に
も
予
測
で
き

ま
せ
ん
。
人
に
と
っ
て
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
で
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
免
疫
を
持
っ
て
お
ら
ず
、 

　

こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
中
で
特
に

近
年
心
配
さ
れ
て
い
る
の
が
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル

ス
と
は
、
動
物
、
特
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
人
に
感
染
し
、
人
か

ら
人
に
簡
単
に
感
染
す
る
、
突
然

変
異
し
た
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
起

簡
単
に
人
か
ら
人
へ
感
染
し
て
広

が
り
、急
速
な
世
界
的
大
流
行（
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
起
こ
す
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
法
は

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応

の
ワ
ク
チ
ン
は
開
発
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
現
状
で
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
治
療
に
使
わ
れ
て
い
る
抗

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
が

有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
で
き
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
〜
流
行
前
か
ら
備
え
よ
う

う
が
い
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク

　

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

感
染
し
た
人
の
咳
、
く
し
ゃ
み
、

つ
ば
な
ど
の
飛
沫
と
と
も
に
放
出

さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
う
こ
と
に

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
も
、
通
常
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
感
染

防
御
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
外
出
後
は
う
が
い
と
手
洗
い
を

徹
底
し
て
体
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス

を
除
き
ま
し
ょ
う
。

●
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
て
い
る
人

に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
、
マ

ス
ク
で
防
御
し
ま
し
ょ
う
。

●
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

控
え
ま
し
ょ
う
。

●
十
分
に
休
養
を
と
り
、
体
力
や

抵
抗
力
を
高
め
、
日
ご
ろ
か
ら
バ

ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
り
ま
し
ょ

う
。

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に

　
　

守
ろ
う
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

●
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
は
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、

ほ
か
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
１
㍍

以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

●
鼻
水
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
に
ふ
た
付
き

の
ご
み
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

●
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の

着
用
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

●
マ
ス
ク
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
、
正
し
く
つ
け
ま
し
ょ
う
。

備
蓄
は
最
低
で
も
２
週
間
分
を

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
最
大

の
防
御
法
は
、
外
出
を
控
え
る
こ

と
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、国
・

府
な
ど
か
ら
「
自
宅
待
機
」
の
要

請
が
出
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
災

害
対
策
と
同
様
に
食
料
や
日
用
品

な
ど
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
危
機
管
理
対
策
会
議
事
務

局
（
健
康
推
進
室
内　

℡　

‐
２

２３

７
８
８
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が

今
、恐
れ
ら
れ
る
ワ
ケ
！

備蓄リスト
マスク、使い捨てのゴム手袋、ビニール袋（汚染物の密封に使用）、消毒
剤（消毒効果のある次亜塩素酸）、ゴーグル（花粉症用のものや眼鏡で代
用可）、氷枕や保冷用品 

対新型インフル
エンザ物品

米、もち、乾めん、乾パン、レトルト食品、冷凍食品、水　など 非常食

持病の処方薬・胃薬・痛み止め、解熱鎮痛剤（成分によってはインフルエ
ンザ脳症をまれに引き起こすことがあるので、注意しましょう）　など常備薬

トイレットペーパー、キッチン用ラップ、石けん、生理用品、ティシュ
ペーパー、紙おむつ、カセットコンロ、乾電池、懐中電灯　など日用品

推定
死亡者数流行年名称

４０００～　
５０００万人

１９１８～
　１９１９

スペイン
かぜ

２００～　
４００万人

１９５７～
　１９５８

アジア
かぜ

１００万人１９６８～
　１９６９香港かぜ

過去に世界で流行した新
型インフルエンザと推定
死亡者数

インフルエンザ普通のかぜ

あり。おもに２月
～３月

ない。通年流行は

飛沫感染（咳、く
しゃみ、つばなど）

おもに手から接
触感染感染経路は

重症化　高熱
（３８～３９度以上）

比較的軽い（微
熱）症状は

毒性は強く、治療
が必要。

自然に消滅する
のが基本治癒力は

インフルエンザと普通のかぜとの特徴の違い
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平
成　

年
度
補
正
予
算

２０

一
般
会
計

　

２
億　

万
６
０
０
０
円
を
増
額

３１

し
、
３
９
７
億
８
３
５
万
５
０
０

０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
大
雲
記
念
館
修
繕
事
業

　
　
　

…
５
２
１
万
４
０
０
０
円

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
火
災
復
旧

事
業
…
２
７
７
４
万
４
０
０
０
円

▼
昭
和
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
専
用
ク
ラ
ブ
室
設
置

　
　
　
　
　
　

…
１
７
０
０
万
円

▼
障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策
事

業（
相
談
支
援
機
能
強
化
・
地
域
生

活
支
援
体
制
整
備
・
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
ト
イ
レ
整
備
・
視
覚
障
害

者
等
情
報
支
援
）…
１
０
２
０
万
円

▼
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
…
１
５
０
６
万
円

▼
福
知
山
駅
観
光
案
内
所
兼
観
光

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
新
設
事
業

　
　

…
２
１
７
１
万
６
０
０
０
円

▼
都
市
公
園
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事

業
…
２
９
３
９
万
５
０
０
０
円

▼
小
、
中
学
校
耐
震
診
断
業
務

　
　
　
　
　
　
　

…
８
０
０
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

公
共
下
水
道
の
合
流
式
下
水
道

緊
急
改
善
事
業
の
工
事
に
お
い
て

汚
泥
処
分
経
費
の
増
額
に
伴
い
、

継
続
費
の
全
体
額
を
増
額
し
ま
し

た
。  

老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

　

過
年
度
分
返
還
金
と
し
て
８
６

６
０
万
６
０
０
０
円
を
増
額
し
、

９
億
３
２
６
０
万
６
０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

条　
　

例

▼
福
知
山
市
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
福
知
山
市
附
属
機
関
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
福
知
山
市
議
会
の
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
福
知
山
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
等
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

そ 
の 
他

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
５
件
）

▼
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

▼
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て（
４
件
）

継
続
審
議

▼
平
成　

年
度
福
知
山
市
歳
入
歳

１９

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（　

会
１７

計
）

▼
平
成　

年
度
福
知
山
市
企
業
会

１９

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
３
会

計
）

報　
　

告

▼
和
解
に
つ
い
て

人　
　

事

▼
副
市
長
の
選
任
に
同
意

・
小こ
   
 
西  
健  
司 
さ
ん（
か
し
の
木
台
）

に
し 
け
ん 

じ

▼
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意

・ 
人  
見  
洋  
一 
さ
ん（
蛇
ヶ
端
）

ひ
と 

み 

よ
う 
い
ち

・ 
荒  
木  　
  
尚 
さ
ん（
寺
尾
）

あ
ら 

き 

の
り 
ひ
さ

　
 
小  
西  
健  
司 
副
市
長
就
任

こ 

に
し 
け
ん 

じ

　

９
月
定
例
市
議
会
で
、
小
西
健

司
さ
ん
が
副
市
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
（
任
期
は
、
平
成　

年　
２０

１０

月
２
日
か
ら
４
年
間
）

　

小
西
副
市
長
は
、
昭
和　

年
に

４８

市
役
所
に
入
り
、
市
民
部
長
、
福

祉
部
長
な
ど
を
歴
任
、
今
回
副
市

長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
任
に
あ
た
り
、
小
西
副
市
長

は
「
市
民
生
活
の
向
上
に
役
立
て

る
よ
う
、
が
ん
ば
り
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

福
知
山
市
生
ま
れ
の 
下  
村  
脩 
さ
ん

し
も 
む
ら 
お
さ
む

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

　

受
賞
の
理
由
は
、
Ｇ
Ｆ
Ｐ
（
緑

色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
）
の
発
見
・

開
発
で
、
Ｇ
Ｆ
Ｐ
は
、
が
ん
細
胞

が
広
が
る
様
子
な
ど
を
確
認
で
き

る
な
ど
生
命
科
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
木
）に
、
松
山
市
長

１０

１６

が
下
村
さ
ん
に
電
話
し
、
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

「
福
知
山
市
民
と
と
も
に
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
下
村
さ

ん
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
と
不
断

の
努
力
が
実
を
結
び
、
栄
え
あ
る

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
敬
意

を
表
し
ま
す
。
下
村
さ
ん
の
受
賞

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
理

科
学
習
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
研
究
を
進
め
ら
れ
、
生
物
学

や
医
学
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
お
体
に
は
十
分
ご

留
意
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
」

　

下
村
さ
ん
は
、
「
５
歳
ま
で
福

知
山
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
来
年

帰
国
す
る
予
定
な
の
で
、
ぜ
ひ
懐

か
し
い
福
知
山
市
を
訪
ね
た
い
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　９月定例市議会が、９月８日から１０
月１日まで開かれました。
　この市議会に、市では２億８６９２万
２０００円を補正し、全会計の総額を８２６
億８５１２万７０００円とする補正予算、条例
の制定など、合わせて２３議案を提案。
継続審議となった２議案を除く２１議案
が原案どおり可決されました。
　おもな内容をお知らせします。

９月定例市議会
福知山駅観光案内所兼観光PR
コーナー新設事業など
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い
き
い
き
サ
ロ
ン
し
も
ぢ
茶
屋 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

　
毎
月
１
回
、
下
地
公
民
館
で
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
５
月
に
結
成
し
た
ば

か
り
で
、
６
月
か
ら
７
人
の
メ
ン

バ
ー
が
内
容
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

毎
回
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
か
考
え

る
の
は
大
変
で
す
が
、
モ
ッ
ト
ー

は
、
「
む
り
せ
ず
、
が
ん
ば
り
す

ぎ
ず
、
自
分
た
ち
も
楽
し
む
こ
と
」
。 

　
声
を
出
し
て
歌
う
こ
と
が
あ
ま

り
な
い
高
齢
者
が
楽
し
そ
う
に
歌

う
姿
に
、
メ
ン
バ
ー
も
励
ま
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
お
も
に
懐

メ
ロ
が
中
心
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
最
近
の
演
歌
な
ど
も
取
り
入

れ
て
い
く
計
画
で
す
。
９
月
の
サ

ロ
ン
で
は
手
づ
く
り
の
団
子
や
輪

投
げ
大
会
が
好
評
で
し
た
。 

　
一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
交
流
す
る
機
会

に
な
れ
ば
、
と
い
う
の
が
メ
ン
バ
ー

の
願
い
で
す
。 

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　グラウンドゴルフ、ゲートボー
ル、ソフトテニス、ビーチボール
バレー、ペタンクなどの種目に約
４５０人が心地よい汗を流しました。

　市民 95人が島原市を訪問し、人情味あ
ふれる熱烈な歓迎を受けました。島原最大
の秋まつり「 不知火 まつり」や島原市民との

し　ら　ぬ　い

交流会などを楽しみました。

　額田祭りでは恒例の 山  車 の巡行やつく
だ し

りもん（ダシ）の展示が行われました。
　野菜や植物など自然の幸を材料とする
「つくりもん」は、地区のみなさんが趣
向を凝らした力作ばかりで、訪れた人を
魅了していました。

東
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

交
流
の
つ
ど
い

9
28

額田のダシ10
11・12

島原市への
友好親善訪問の旅

10
19～20

　三段池公園大はらっぱでは、自然の素
材や廃材を利用したアイデアあふれる３２
作品を展示。訪れた人は独創的な芸術の
世界を楽しみました。

造形フェスタ10
25・26
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調
理
実
習
や
運
動
な
ど
を
通
し

て
病
気
を
予
防
を
し
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
北
本
町
二
区
）・
市
民
体
育

館（
和
久
市
町
）

対
象
／
原
則
全
回
受
講
で
き
る
人

定
員
／
各
講
座　

人
３０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、抽
選
。

参
加
料
／
無
料

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
講
座

と
き

①　

月　

日（
木
）

１２

１１

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

②
平
成　

年
１
月　

日（
木
）

２１

１５

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

③
平
成　

年
２
月
３
日（
火
）

２１

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

④
平
成　

年
２
月　

日（
火
）

２１

１７

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

 
骨  
粗  
鬆  
症 
予
防
教
室

こ
つ 

そ 
し
ょ
う 
し
ょ
う

と
き

①　

月　

日（
木
）

１２

１８

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

②
平
成　

年
１
月　

日（
火
）

２１

２０

　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

③
平
成　

年
２
月　

日（
火
）

２１

１０

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

④
平
成　

年
２
月　

日（
水
）

２１

２５

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

申
込
方
法
／
い
ず
れ
の
教
室
も
、

　

月　

日（
金
）ま
で
に
、
電
話
で

１１

２８

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　
２３

‐
２
７
８
８
）
ま
で
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
維
持

の
た
め
に
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

①　

月
３
日（
水
）

１２
②
平
成　

年
１
月　

日（
水
）

２１

１４

③
平
成　

年
２
月　

日（
水
）

２１

１８

時
間

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

※
教
室
の
ほ
か
、週
１
回
程
度
参

　

加
者
が
自
主
的
に
集
ま
る
ウ
オ

　

ー
キ
ン
グ
な
ど
を
計
画
。

と
こ
ろ
／
北
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
中
央
）

対
象
／
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
た

い
市
民

募
集
人
数
／　

人
２０

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／
電
話
で
北
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー（
℡　

‐
２
６
２
０
）

５６

ま
で
。

対
象

　

平
成　

年
４
月
か
ら
新
た
に
保

２１

育
所
へ
入
所
を
希
望
す
る
児
童

入
所
資
格
／
小
学
校
就
学
前
の
児

童
で
、
保
護
者
や
同
居
の
親
族
が

仕
事
や
病
気
な
ど
の
理
由
で
、
昼

間
家
庭
で
保
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合

※
就
学
前
教
育
や
集
団
生
活
に
慣

　

れ
さ
せ
る
目
的
で
の
入
所
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　
　

月
１
日（
月
）〜　

日（
金
）

１２

１２

必
要
書
類
／
入
所
申
込
書
、勤
務

証
明
書
な
ど
保
育
が
で
き
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
書
類

※
書
類
は
各
提
出
先
で
、　

月　
１１

２１

日（
金
）か
ら
配
付
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
必
要
書
類
に
記
入
し
、

 

子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係 

（
℡　

‐
７
０
６
６
）
ま
た
は
各

２４

支
所
窓
口
相
談
係
ま
た
は
各
保
育

所
ま
で
提
出
。

※
現
在
入
所
中
の
人
は
、
入
所
承

諾
期
間
等
確
認
書
に
必
要
書
類

を
添
付
し
、
保
育
所
ま
で
提
出
。

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
座

運
動
を
日
課
に
す
る
教
室

平
成　

年
度

２１

保
育
所
入
所
受
付

　　■消防署予防課住民安全係（℡２３‐５１１９）

電話番号定員（人）所在地保育所（園）名電話番号定員（人）所在地保育所（園）名

22-3207200北本町二区小 鳩22-4653150新 庄修 斉

34-000760辻上 豊 冨33-272545勅 使天 津

36-065545雲 原龍 雲 寺35-001160三 俣上 六 人 部

22-520990堀 口さ く ら27-4654150長 田 段下 六 人 部

22-725090下 猪 崎ひ ま わ り33-310145野 花上 川 口

22-863790旭 が 丘み ど り33-305545鴨 野 町金 谷

23-0190120正 明 寺さ つ き58-220845菟 原 中菟 原

27-1507150前 田花 園58-300560千 束三 和

27-484090大 池 坂 町長 田 野58-288445川 合

23-120090新 庄一 成38-002445門 垣上 夜 久 野

27-433490土師新町東土 師37-012030高 内中 夜 久 野

27-669080駒 場 新 町光37-018945夜久野町下町下 夜 久 野

23-344560拝 師み の り56-012460清 水河 守

20-252260桔 梗 が 丘コ ス モ ス56-017945二 俣 三河 守 上

20-178090戸 田わ か ば57-001045北 三有 路

27-394440下 地中 六 人 部56-004945常 津河 東

32-003040私 市長 円 寺22-172390東 堀あ ゆ み

※平成 20年 10月現在の状況です。22-328490南 栄 町福知山丹陽
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入
所
条
件

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

▼
大
江
地
域
へ
の
転
入
希
望
者

▼
お
お
む
ね　

歳
以
下
の
人
で
構

４５

成
さ
れ
る
世
帯

▼
秩
序
や
風
紀
を
乱
さ
な
い
人

入
所
日

　

平
成　

年
１
月
５
日（
月
）

２１

申
請
に
必
要
な
書
類

▼
入
所
申
請
書
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
）

▼
申
込
理
由
書
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
）

▼
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
住

民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
書

▼
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
所

得
を
証
明
す
る
書
類

申
請
方
法
／　

月　

日（
水
）〜　

１１

１９

２８

日（
金
）に
大
江
支
所
地
域
振
興
係

（
℡　

‐
１
１
０
２
）
ま
で
。

５６

　

農
業
に
関
心
が
あ
る
人
、
西
中

筋
地
域
で
農
業
を
し
て
い
る
人
に

農
家
用
住
宅
土
地
を
分
譲
し
ま
す
。

申
込
期
間
／　

月　

日（
金
）ま
で

１１

２８

※
申
込
多
数
の
場
合
、　

月　

日

１２

１０

（
水
）に
抽
選
。

 

申
込
資
格
／
農
事
組
合
法
人　

遷

喬
ふ
ぁ
ー
む
の
構
成
員
・
準
構
成

員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
ま
た

は
西
中
筋
地
域
の
農
家
要
件
を
満

た
す
人

■
農
村
整
備
課
西
中
筋
整
備
係

（
℡　

‐
７
０
４
２
）

２４

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
か
か

る
重
要
事
項
の
調
査
審
議
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
た
だ
く
、
審

議
会
の
市
民
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
員
／
２
人（
男
女
各
１
人
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

応
募
資
格
／
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

平
成　

年　

月
１
日
現
在
で
満　

２０

１２

２０

歳
以
上
の
人

▼
平
日
の
会
議
に
出
席
し
、
積
極

的
な
発
言
を
し
て
い
た
だ
け
る
人

※
会
議
は
１
回
２
時
間
、
年
３
回

程
度
。

▼
現
に
市
が
設
置
す
る
審
議
会
な

ど
の
委
員
で
な
い
人

委
員
任
期
／
２
年（　

月
１
日
〜

１２

平
成　

年　

月　

日
）

２２

１１

３０

募
集
期
間
／　

月
５
日（
水
）〜　

１１

１１

月　

日（
火
）

２５
※
郵
送
の
場
合
は
、　

月　

日

１１

２５

（
火
）消
印
有
効
。

応
募
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、、郵
送
ま
た
は
直
接
人

権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推
進
係

（
〒
６
２
０
‐
８
５
０
１　

字
内

記　

番
地
の
１　

℡　

‐
７
０
２

１３

２４

２
）ま
で
。

※
申
込
書
は
人
権
推
進
室
・
各
支

所
に
あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

京
都
創
成
大
学
で
は
、
大
学
の

持
つ
知
的
資
源
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
・
修
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成　

年
度
の
社
会
人
・
市
民
入

２１

試
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
学
科

▼
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

▼
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

出
願
資
格
／
平
成　

年
３
月　

日

２１

３１

現
在
、
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
同

等
の
資
格
取
得
後
３
年
以
上
社
会

人
の
経
験
が
あ
る
人（
主
婦
も
可
）

※
編
入
学
制
度（
大
学
３
年
次
）も

あ
り
ま
す
。

出
願
期
間
／　

月　

日（
金
）〜　

１１

２８

１２

月
８
日（
月
）

試
験
日
／　

月　

日（
土
）

１２

１３

入
学
金　

万
円
免
除
・
授
業
料
全

２０

額
免
除
な
ど
の
特
別
優
遇
制
度

対
象
／
市
内
在
住
で
、
平
成　

年
２１

４
月
１
日
現
在
、　

歳
以
上
の
人

３０

■
京
都
創
成
大
学
入
試
広
報
課

（
℡　

‐
７
１
０
０
）

２４

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
・
団
体
な
ど
を
、
広
報
ふ
く
ち

や
ま
の「
ふ
く
ち
ね
っ
と
」の
コ 

ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
／
市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
ま
ち
お
こ
し
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク

ル
・
団
体
な
ど

※
特
定
の
政
治
・
宗
教
・
思
想
な
ど

に
関
連
す
る
活
動
、営
利
目
的

の
団
体
は
除
く
。

掲
載
料
／
無
料

申
込
方
法
／　

月　

日（
金
）ま
で

１１

２８

に
、電
話
ま
た
は
直
接
秘
書
広
報

課
広
報
係（
℡　

‐
７
０
０
０
）ま

２４

で
。

鬼
の
里
U
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ

入
所
者

福
知
山
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
市
民
委
員

京
都
創
成
大
学

社
会
人
・
市
民
入
試

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

農
家
用
住
宅
土
地
分
譲

（
戸
田
）

「住宅用火災警報器」が暮らしの安全を守ります　

広
報
ふ
く
ち
や
ま
に

団
体
の
活
動
紹
介
し
ま
す

価格（円）面　積
（平方㍍）地　番価格（円）面　積

（平方㍍）地　番価格（円）面　積
（平方㍍）地　番

９，０７２，７４７２８０．８９１３街区６番１０，６９８，７５１３２５．１９９街区３番１０，１０６，６３０２９９．９０１街区１番

８，９７９，７２３２７８．０１１３街区１１番１７，３４８，６１２４９９．９６１０街区１番１１，６２４，６１３３３８．９１２街区７番

９，５３５，４００２７８．００１３街区１２番１２，９１１，８９２３７６．４４１０街区３番１３，７０７，１３８４０６．７４３街区１番

７，４９６，５０７２３２．０９１４街区１番２１，９１４，７３０６５８．１０１１街区１番７，５６０，７６５２２７．０５５街区４番

７，４６４，２０７２３１．０９１４街区２番７，９９９，２００２６４．００１２街区４番７，４９１，９８８２２７．７２５街区５番

１４，７１５，０００４５０．００１５街区２番７，３９２，９３３２２２．０１１２街区５番８，９５０，３３０２７７．１０７街区２番
※いずれも市街化調整区域
で、建築物には地区計画に
よる制限があります。

１０，３１２，０００３２２．２５１３街区４番２０，１９３，３７７５９９．２１８街区１番

９，３５３，９７０２８０．９０１３街区５番１３，４５０，６８１３９９．１３８街区３番

Ｕターンプラザ１（公庄上）

共益費
（月額）

使用料
（月額）募集数

１，０００円４０，０００円２室
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

Ｕターンプラザ２（波美）

共益費
（月額）

使用料
（月額）募集数

１，０００円４２，０００円１室
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
※入所時、別途保証金
　１００，０００円必要。
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Ｊ
Ｒ
福
知
山
駅
か
ら
南
東
約
１

㌔
㍍
、
国
道
９
号
沿
い
の　

区
画

１９

を
公
開
抽
選
で
売
却
し
ま
す
。

１
区
画
の
面
積
／
１
６
８
・
２
０

〜
２
２
９
・
０
０
平
方
㍍

価
格
／
１
１
９
２
万
５
３
８
０
〜

１
７
５
６
万
４
３
０
０
円

抽
選
日
／　

月
９
日（
火
）

１２

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

２４

　
　
　
　
　
　
　
（
内
記
三
丁
目
）

参
加
資
格

　

契
約
能
力
を
有
す
る
人
・
法
人

※
１
世
帯
ま
た
は
１
法
人
あ
た
り

１
区
画
限
り
。

必
要
書
類
／
公
募
抽
選
参
加
申
込

書
、
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の

み
）、
住
民
票
、
納
税
証
明
書
な
ど

※
申
込
書
は
、用
地
販
売
促
進
室
・

各
支
所
に
あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

申
込
方
法
／　

月　

日（
木
）ま
で

１１

２７

に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
用
地
販
売

促
進
室
（
〒
６
２
０
‐
８
５
０
１

字
内
記　

番
地
の
１　

℡　

‐
７

１３

２４

０
６
８
）
ま
で
。

お
も
な
申
請
要
件

▼
市
内
に
営
業
所
が
あ
り
、
引
き

続
き
２
年
以
上
営
業
し
て
い
る

▼
衛
生
上
必
要
な
設
備
を
完
備
し

て
い
る

申
請
方
法
／　

月
１
日（
月
）〜　

１２

１０

日（
水
）に
、
所
定
の
申
請
用
紙
を

納
品
を
希
望
す
る
地
域
の
所
管
の

給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

■
福
知
山
・
三
和
・
夜
久
野
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー（
℡　

‐
５
７
６
６
）

２３

■
大
江
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
０
０
９
６
）

５６

　

額
に
絵
を
描
く
よ
う
に
草
花
を

植
え
付
け
、
額
装
の
寄
せ
植
え
を

作
り
ま
す
。

と
き
／　

月
７
日（
日
）

１２

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
予
定

３０

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

受
講
料
／
３
０
０
０
円（
材
料
代
）

定
員
／　

人
（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／　

月　

日（
土
）か
ら
、

１１

１５

電
話
で
都
市
緑
化
植
物
園
（
℡　
２２

‐
６
６
１
７
）
ま
で
。

　

内
記
地
内
の
集
中
豪
雨
時
に
お

け
る
浸
水
被
害
解
消
の
た
め
、
雨

水
貯
留
管
き
ょ
施
設
の
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。
工
事
車
両
の
出
入

り
な
ど
で
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
／　

月
下
旬
〜
平
成　

１１

２１

年
３
月　

日
３１

と
こ
ろ
／
市
役
所
と
惇
明
小
学
校

の
間
の
市
道

※
車
両
の
通
行
止
め
は
行
わ
な
い

　

よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
下
水
道
整
備
課

（
℡　

‐
２
０
８
５
）

２３

と
き
・
と
こ
ろ

①　

月　

日（
日
）

１１

１６

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

　

プ
ラ
ン
ト
３（
多
保
市
）

②　

月　

日（
日
）

１１

３０

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店（
岩
井
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

　

介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収
（
口

座
振
替
ま
た
は
納
付
書
払
い
）
に

よ
る
納
付
義
務
は
被
保
険
者
本
人

に
あ
り
ま
す
が
、
本
人
が
支
払
え

な
い
場
合
、
連
帯
納
付
義
務
者
と

し
て
世
帯
主
と
配
偶
者
が
本
人
に

替
わ
っ
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。　

特
別
な
理
由
な
く
介
護
保
険
料
を

滞
納
す
る
と
滞
納
期
間
に
応
じ
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
利
用
料
負
担
が
大
き

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

例
え
ば

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
費
用
を

い
っ
た
ん
全
額
負
担
し
、
後
日
９

割
分
を
払
い
戻
し
と
な
る
（
通
常

は
費
用
の
１
割
を
支
払
い
）

●
サ
ー
ビ
ス
の
差
し
止
め

●
利
用
者
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る　

な
ど

　

ま
た
、
調
査
を
行
い
、
被
保
険

者
本
人
や
世
帯
主
、
配
偶
者
の
財

産
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
納
付
の
相
談

　

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
と
き

は
、
徴
収
課
（
℡　

‐
７
０
１
６
）

２４

ま
で
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
℡　

‐
７
０
１
３
）

２４

　期分の納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■下水道管理課管理普及係（℡２３‐２０８４）

雨
水
管
き
ょ
築
造
工
事

平
成　

・　

・　

年
度

２１

２２

２３

学
校
給
食
用
食
材
料
納
品
業
者

額
縁
プ
ラ
ン
タ
ー

寄
せ
植
え
講
習
会

緑
ケ
丘
地
区
の

土
地
売
却
公
開
抽
選

介
護
保
険
料
は

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

　

月
の
献
血

１１骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会

武道館 
市役所 

市民会館・ 
図書館 

工事個所 

惇
明
小
学
校
 

お
城
通
り
 

新
福
知
山
 

駅
前
交
番
 

ＪＲ西日本 
支社 ＪＲ福知山駅北口 

旧福知山 
駅前交番 

府道24号（お城通り） 

バス停 

福知山駅前交番が移転しました

■福知山駅前交番（℡２３-１２６４）
■福知山警察署（℡２２-０１１０）
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最
近
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収

集
時
に
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
混
入
し

た
ご
み
が
要
因
で
引
火
し
た
と
思

わ
れ
る
火
災
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
は
「
燃
や
さ
な
い

ご
み
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
「
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分

け
方
・
出
し
方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
正
し
く

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
出
し
方

必
ず
空
き
缶
の
収
集
日
に

●
中
身
を
完
全
に
使
い
切
っ
て

●
穴
は
開
け
て
も
、
開
け
な
く
て

も
よ
い

●
ほ
か
の
缶
類
と
は
別
に
し
て
、

中
身
の
見
え
る
透
明
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
循
環
社
会
形
成
課
循
環
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
７
１
）

２４

　

京
都
府
に
よ
り
工
事
が
行
わ
れ

て
い
た
大
江
南
域
農
道
（
千
原
〜

西
部
）
の
う
ち
、
北
工
区
（
千
原

〜
尾
藤
奥
）
が
完
成
し
、
市
道 
江 え

 
口  
大  
石 
線
と
し
て
開
通
し
ま
し
た
。

ぐ
ち 
お
お 
い
し

ま
た
、
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
市

道 
下  
ケ  
岡  
奥  
清  
水 
線
も
開
通
し
ま

し
も 
が 
お
か 
お
く 
し 
み
ず

し
た
。

■
農
村
整
備
課（℡　

‐
７
０
４
２
）

２４

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
催
す
る

催
し
へ
市
職
員
な
ど
が
出
向
き
、

制
度
の
説
明
や
講
演
を
し
ま
す
。

所
要
時
間
／　

分
〜
１
時
間　

分

３０

３０

申
込
期
限
／
原
則
１
カ
月
前
ま
で

申
込
方
法
／
生
涯
学
習
課
（
℡　
２４

‐
７
０
６
４
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
内
容
を
も

と
に
日
程
調
整
を
し
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
は

空
き
缶
の
収
集
日
に

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座

大
江
南
域
農
道

北
工
区
が
開
通
し
ま
し
た

国道
175
号 

大江支所 

大江ライスセンター 
尾藤奥公会堂 

市道
江口
大石
線 

（大
江南
域農
道北
工区
） 

由 良 川 
尾
藤
橋
 

至市街 

至舞鶴市 至舞鶴市 

至綾部市 
至南山西部 

府
道
西
坂
蓼
原
線
 

市
道
下
ヶ
岡
奥
清
水
線
 

大江南域農道 
（実施中） 

府道舞
鶴福知

山線 

内　　　　容講　座　名
２１世紀にはばたく　北近畿の都福
知山福知山市の総合計画

第４次福知山市行政改革大綱につ
いて福知山市の行政改革

市民が主役のまちづくり市民憲章の具現化について

まちづくり活動の事例紹介地域のまちづくり活動の事
例について

文章や原稿の書き方、紙面のレイ
アウト、取材の仕方広報紙の作り方

財政状況について福知山市の財政について

市税の種類とあらまし税金のしくみ

地球温暖化問題と私達にできるこ
と環境問題出張講座

ごみの正しい分け方・出し方ごみ減量とリサイクル

乳幼児の発達、育児、食育、むし
歯予防について乳幼児の子育て事業

糖尿病・高血圧・心臓病・脳卒中・
脂質異常症など生活習慣病予防の
ための講話。希望者には健康相談。

健康づくり事業

夏場や冬場の健康管理についての
講話。希望者には健康相談季節に応じた健康管理講座

趣旨、目的、サービスの内容につ
いて介護保険制度の概要

さまざまな人権問題解決に向けた
取り組みについて

共にしあわせを生きるまち
づくりのために

国民年金制度の基礎知識年金制度の概要

農業の現状と施策について福知山市の農業の概要

商工業の現状と施策について福知山市の商工業の概要

観光振興施策について福知山市の観光ビジョン

福知山市の企業誘致の取り組みと
市の活性化について福知山市の産業振興

集落内生活道路の改良計画市道の現状と将来展望

これまでの取り組みと今後の展望まちづくりと都市計画

市内の公園の紹介と整備計画都市公園の現状と将来展望

景観を生かしたまちづくりについて景観まちづくりについて

内　　　　容講　座　名
連続立体交差事業等駅周辺の整備
計画について駅周辺の整備計画

福知山市の土地区画整理について土地区画整理事業について

由良川改修事業について安心安全なまちづくり

国道９号を中心としたネットワー
クについて道路ネットワークづくり

循環型社会と下水道の果たす役割やさしさと自然を結ぶ下水
道

会議の流れや議会の役割について議会のしくみ

選挙制度のあらまし選挙制度のしくみ

生涯学習とは？生涯各期に応じた
学習について生涯学習について

３０分程度のビデオを活用し、さま
ざまな人権問題について学習を深
めます。

ビデオを活用した人権学習

市の文化財・文化資料の紹介、史
跡めぐり、歴史解説私たちの文化財、歴史探検

誰でも気軽にできるニュースポー
ツのルール講習と実技ニュースポーツ講座

気軽にできる健康体操健康体操

親としての役割、家庭の果たす役
割子育てと家庭教育

図書館の案内と利用方法、図書の
探し方本の探し方講座

幼児向けのお話、エプロンシア
ターや手遊びたのしいお話会

心肺蘇生法と住宅用火災警報器の設
置促進・自主防災活動についてわが家の安心安全講座

心肺蘇生法及びＡＥＤ取扱いと応
急手当について応急手当講習会

・ガス・水道料金の決め方、使い方 
・大事に使おうライフライン 
・資源を大切に（水、エネルギー）

ライフラインを守るために

都市ガスの歴史、普及率と将来計
画都市ガスの現状と将来展望

上水道の歴史、普及率と将来計画上水道の現状と将来展望

生涯学習まちづくり出前講座メニュー
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今
年
度
か
ら
、
環
境
パ
ー
ク
へ

の
日
曜
日
の
ご
み
搬
入
は
、
毎
月

２
回
と
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
で

の
美
化
清
掃
な
ど
に
伴
う
ご
み
の

持
ち
込
み
は
、
毎
月
の
日
曜
日
開

場
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

環
境
パ
ー
ク
日
曜
日
開
場
日
時

　

毎
月
第
１
・
３
回
目
の
日
曜
日

　

午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

■
循
環
社
会
形
成
課
循
環
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
７
１
）

２４

 

と
き
・
と
こ
ろ

　

月
２
日（
火
）午
後
７
時　

分
〜

１２

３０

　

大
江
地
域
公
民
館
（
中
央
）

テ
ー
マ
／
差
別
っ
て
い
っ
た
い
な

ん
や
ね
ん
？
〜
も
っ
と
ホ
ン
ネ
で
、

主
語
は
「
わ
た
し
」
で
！
〜

講
師
／ 
川  
口  
泰  
司 
さ
ん
（
山
口
県

か
わ 
ぐ
ち 
や
す 
し

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

　

月
４
日（
木
）午
後
２
時　

分
〜

１２

５０

　

川
合
小
学
校
（
上
川
合
）

テ
ー
マ
／
踊
り
を
通
じ
て
真
の
交

流
と
共
存
共
栄

講
師
／
ペ
ェ
リ
フ
ァ
さ
ん
（
リ

フ
ァ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
ア
リ
ラ
ン

代
表
）

　

月
６
日（
土
）午
後
２
時　

分
〜

１２

１５

　

成
仁
小
学
校
（
中
坂
町
）

テ
ー
マ
／
子
ど
も
時
代
を
考
え
る

講
師
／ 
桑  
原  
教  
修 
さ
ん
（
児
童
養

く
わ 
は
ら 
の
り 
ひ
さ

護
施
設
「
舞
鶴
学
園
」
施
設
長
）

■
生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係

（
℡　

‐
７
０
６
５
） 

２４

　　 
Ｑ  
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
や
消
費
者

金
融
な
ど
か
ら
借
金
を
し
て
い
ま

す
。
失
業
し
て
、
返
済
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

 
Ａ 
す
で
に
あ
る
借
金
を
返
す
た

め
に
借
金
を
す
る
多
重
債
務
の
状

態
に
な
る
と
、
個
人
で
の
解
決
は

難
し
く
な
り
ま
す
。

　

債
務
を
整
理
す
る
方
法
は
、
個

人
の
状
況
に
応
じ
て
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
弁
護
士
や
司
法
書
士
と

い
っ
た
法
律
の
専
門
家
は
、
一
番

良
い
整
理
の
方
法
を
考
え
て
手
続

き
を
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
手
続
き

は
有
料
で
す
が
、
立
て
替
え
制
度

や
分
割
制
度
も
あ
り
ま
す
。 

  
借
金
の
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

  
市
で
は
、
法
律
の
専
門
家
に
よ
る

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
に
か
か
る

費
用
は
無
料
で
す
。

■
秘
書
広
報
課
市
民
相
談
係

（
℡　

‐
７
０
２
７
）

２４

人権シリーズ

　　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

１１月は児童虐待防止推進月間です

共
に
幸
せ
を
生
き
る

ま
ち
づ
く
り
講
座

　子どもへの虐待による痛ましい事件が後を

たたず、９月だけでも、母親が我が子の命を

奪うといった悲しい事件が全国で６件発生し

ています。　子どもへの虐待は、家庭という密

室で行われることから、虐待と分かるのが難

しかったり、時間がかかります。しかし虐待

が起きた事例を見ると、「親が地域から孤立し

ていた」「日常的に叱っていた」「子どもの表

情が乏しかった」などといった「兆候」が必

ず表れています。このような小さなＳＯＳを

見逃さないことが防止につながります。

■子育て支援課子育て推進係（℡　２４‐７０６６） 

虐待を防ぐには･･･

まず、ご相談ください。秘密は堅く守られます。

●子育て支援課（℡　２４‐７０６６）

●福知山児童相談所（℡　２２‐３６２３）

●中丹西保健所（℡　２２‐６３８１）

●中央保健福祉センター（℡　２３‐２７８８）　

・東部保健福祉センター（℡　５８‐２０９０）

・西部保健福祉センター（℡　３７‐１２３４）

・北部保健福祉センター（℡　５６‐２６２０）

●学校教育課（教育相談室）（℡　２４‐３７４９）

●福知山警察署（℡　２２‐０１１０）

　緊急の場合は１１０番通報してください。

　　　　　住生活総合調査
　住生活の安定・向上にかかる施策に生かすため、居
住環境を含めた住生活全般についての実態や満足度
などを調査します。１０月に実施した住宅・土地統計調
査にご回答いただいた世帯から対象世帯を抽出し、
調査をお願いします。１１月下旬～１２月上旬に統計調
査員が伺いますのでご協力をお願いします。
※調査員は調査員証を携帯しています。
■建築課住宅管理係（℡　２４‐７０５３）

平成
２０年

12
1 環

境
パ
ー
ク

日
曜
日
開
場



15 広報ふくちやま　H20（2008）．11．1

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

　住民がつくり、育てる公共交通　　　

カンちゃん　最近レスト
ランとかに行ったら自
分の 箸 を持っている人

はし

をたまに見かけるわ。
ビンちゃん　それは、マ
イ箸っていうんや。マ
イ箸、マイバッグ、と

いろいろあるけど、環境に優しいんやで。
カンちゃん　なんで環境に優しいの？
ビンちゃん　例えばマイ箸を持つことは割り
箸を使わなくてすむということやさかい、
森林を守ることになるんや。
　マイバッグを持つことはレジ袋の削減
になるから、レジ袋の原料となる化石燃料
の使用削減になるということなんや。

カンちゃん　なるほど。環境に優しいだけ
じゃなく、ごみの量の削減にもなるんやな。

ビンちゃん　ほかにもマイ水筒にお茶を入れ
て持ち歩いたら、ペットボトルのお茶を買
わなくてすむからごみの減量にもなるし、
家計の節約にもなるんやで。
カンちゃん　節約になるんはうれしいな。
ビンちゃん　マイバッグやマイ箸、マイ水筒
も最近ではおしゃれなものが売られとる
で。マイバッグやマイ箸入れは自分が気に
入った布で作るのもいいし、いらない布で
作ることもエコになるからいいと思うよ。
カンちゃんも何か「マイ○○」を持ってみ
たら？

カンちゃん　了解！早速持ってみるわ。
■環境企画課環境保全係（℡　２２‐１８２７・２４‐７０７０）

 １２月６日（土）
生涯学習の紹介・識字の作品展示・
ニュースポーツの展示と体験コーナー
　午前９時３０分～午後５時　武道館
薬物乱用防止啓発キャラバンカー
　午前１０時～午後４時　武道館前　
音楽教室発表会
　午後１時～４時　市民会館ホール
勤労青少年ホームのつどい
　午後６時～８時３０分　勤労青少年ホーム
丹波漆シンポジウム
　午後１時～５時　夜久野ふれあいプラザ

 １２月８日（月）
人権を考える市民のつどい
　午後７時～９時
　市民会館ホール
ひとり芝居
地面の底がぬけたんです
―あるハンセン病女性の
　　　　　不屈の生涯―
　舞台俳優　 結  純  子 さん

ゆい じゅん こ

■人権推進室市民啓発係（℡　２４‐７０２２)

 １２月７日（日）
生涯学習推進市民大会
　　午後１時～３時　市民会館ホール
オープニング／「太鼓の演奏」
　野いちごＤＯＮ太鼓と子ども太鼓「 疾風 」

はやて

記念講演会／これであなたも会話の達人
　　　　　　「喋って笑ってみんな健康」
～ＮＨＫを退職し、なにわの
　アナウンサーを目指す～　 寺  谷  一  紀 さん

てら たに いち き

（アナウンサー・追手門学院大学客員教授）
生涯学習の紹介・
識字の作品展示・
ニュースポーツの
展示コーナー
　午前９時３０分～
　午後３時３０分
　　　　武道館

 １２月１３日（土）
冬のおはなし会スペシャル
　午後２時～３時　市民会館２４号室

 １２月１４日（日）
鬼シンポジウム in ふくちやま 2008
　午後１時１５分～４時４５分
　　大江町総合会館

駐車場は、勤労青少年ホーム
前の駐車場をご利用ください。
■生涯学習課（℡　２４‐７０６５)

入場
無料

生涯学習フェスティバル
2008　in　ふくちやま
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福知山市市民憲章　

わたしたちは、ふるさと福知山を“幸せの舞台”にします。 
水清い由良川、緑濃い山々、行き交う人々。 

生き生きとして、伸び伸びとしたふるさとをつくります。 
わたしたちは、ひとりひとりの中に 

人生を自由で美しいものにする力を持っています。 
そのわき出る力を集め、四季を愛し、命を尊び 

共に幸せを生きます。 
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　雲原地区は市の北端に位置し、丹
波・丹後・但馬と境を接する交通の
要所として昔は 旅  籠 も多くにぎわい

はた ご

ました。四方を山に囲まれた小さな
山村で、人情厚い地区です。夏は軽
井沢のように涼しく、秋には錦絵の
屏風に取り囲まれる風光 明  媚 な地で

めい び

すが、悩みは冬の１㍍近い積雪です。
　平成１８年に雲原砂防施設群が国の登録記念物として
登録、平成１９年に丹後天橋立大江山国定公園の指定を
機に、地域の村おこしグループ「やまぶきの会」が中心と
なって「雲原砂防イベント実行委員会」を設立し、地域の
活性化に向け多方面で活躍しています。

「
広
報
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く
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や
ま
」
に
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ご
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を
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●人　口　３３４人（９月末）　男１５９人　女１７５人
●世帯数　１３５世帯　　●自治会　雲原

福知山市 
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　昭和９（１９３４）年の室戸台風による被災を機に 西  原  亀  三 雲原
にし はら かめ ぞう

村長が時の政府に掛け合い、山肌から流れ出る土砂を食い止
め川と村を守る本格的な治水工事が雲原地域のすべての河
川で進められました。昭和初期に行われた全国の砂防工事の
さきがけとなり、平成１８年に国の登録記念物に登録されました。

▲③雲原砂防の堰堤
えん てい

　山からのわき水で、昔この水を使って 心 
ところ

 太 やうどん・そばが作られ、その屋号 ｢て
てん

んや ｣から名づけられたといわれています。
昨夏、福知山環境会議の協力で地域のみな
さんが水のみ場を整備。小屋や桶は竹を材
料とし、多くの人々に親しまれています。

▲①てんやの水（雲原・市場）

　富山県出身の力士・君ケ嶽大五郎。明治
時代の京相撲の番付けに前頭八枚目として
その名が見られ、４４歳で亡くなるまでの数
カ月を雲原で過ごしたとされますが、その
生涯は謎に包まれています。

▲②君ケ嶽大五郎墓碑（雲原・小杉野）
きみ が たけ だい ご ろう

　雲原砂防イベント実行委員会のみなさん
が中心となり、水車復元プロジェクトチー
ムを結成。地域に住む技術者が大工、土木、
電気、屋根葺きなどの技を持ち寄り、約半
世紀ぶりに水車がよみがえります。（１１月９
日完成予定）

▲④水車（雲原・市場）

雲原地区公民館長

 糸  井  嘉  宏 さん
いと い よし ひろ


